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令和６年度スクールガード配置事業実施結果 

 

              スクールガード配置状況一覧表（令和６年１月 31日現在） 

学校名 

人数（人） 
Ｒ６合計活動時間 

（４月～１月分） 

Ｒ５合計活動時間 

（４月～１月分） 
備考 

Ｒ６ 
前年 

度比 

盛小学校 ４ － 206時間 45分 215時間 15分 １人謝金辞退 

大船渡小学校 ４ － 1,231時間 15分 1,234時間 00分  

末崎小学校 １ ▲２ 75時間 00分 213時間 30分  

赤崎小学校 ２ － 678時間 30分 674時間 00分  

猪川小学校 １ － 192時間 45分 183時間 00分  

立根小学校 ２ － 650時間 00分 604時間 30分  

日頃市小学校 ３ － 697時間 45分 591時間 30分  

大船渡北小学校 ４ ▲１ 544時間 00分 750時間 00分  

綾里小学校 ３ － 636時間 45分 593時間 15分  

越喜来小学校 ０ － － －  

吉浜小学校 １２ ２ 124時間 30分 182時間 45分 ４人謝金辞退 

第一中学校 ０ － － －  

大船渡中学校 ３ － 153時間 15分 133時間 45分 10月から活動開始 

末崎中学校 ０ － － －  

東朋中学校 ０ － － －  

合   計 ３９ ▲１ 5,190時間 30分 5,375時間 30分  

 

スクールガード：11校に 39人配置 

 ① 引 率 型：盛小４人、大船渡小４人、末崎小１人、大船渡北小４人、綾里小３人、 

吉浜小 12人 

② 通学路巡回型：赤崎小１人、猪川小１人、立根小２人、日頃市小３人、大船渡中３人 

③ スクールバス添乗型：赤崎小１人 

 

 

 

 

 

 

 

１ 令和６年度スクールガード配置事業実施結果 
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スクールガード実施状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 大船渡小学校 

   引率型スクールガード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶ 赤崎小学校 

   添乗型スクールガード 



3 

 

 

 

 

１ アンケート集計結果（スクールガード） 

   調査対象者：スクールガード（40人） 

   回 収 率：92.5%（37人） 

 

 

Ｑ１ ＳＧ活動は生きがいや楽しみか     Ｑ２ ＳＧ活動によって知り合いが増えたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ 地域ぐるみでの活動は必要か      Ｑ４ 来年度以降もＳＧ活動の継続を望むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う（13人）
36.1%

どちらかといえば

そう思う（18人）
50.0%

どちらかといえ

ばそう思わない

（3人）8.3%

思わない（2人）
5.6%

そう思う（15人）
41.7%

どちらかといえ

ばそう思う

（13人）36.1%

どちらかといえば

そう思わない

（4人）11.1%

思わない（4人）
11.1%

そう思う（30人）
83.3%

どちらかといえば

そう思う（5人）
13.9%

どちらかといえば

そう思わない

（1人）2.8%

続ける（30人）
58.3%

まだわからない

（10人）27.8%

続けない

（5人）13.9%

ＳＧ活動が生きがいや楽しみとなっていると答えた方が 86.1％（昨年度 89.2%）であり、

自由記載においても、楽しみながら責任感をもって活動している様子がうかがえる。 

ＳＧを「続ける」と答えた方は 58.3％（昨年度 59.5％）でおおむね例年どおりであり、

人材の確保が今後の事業継続を左右する。 

今年度、新規ＳＧ登録者は３人で、現役世代（新規ＳＧ登録者の平均年齢：47.0歳、その

他ＳＧの平均年齢：64.7歳）のＳＧを確保できた。今後も、地域住民や保護者等の幅広い参

画を今後も求めていく必要がある。 

思わない 

（0人）0.0% 

２ 令和５年度スクールガード配置事業アンケート集計結果 
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Ｑ５ 自由記載 抜粋 

  【あいさつについて】 

   ・あいさつは上手に出来ていると思う。（盛小）  

   ・一年を通して覇気がなかったり、単純な「おはようございます！！」の挨拶ができ

ず、無口で通り過ぎて行く様子に残念な気持ちで見送る日もあったし、気になる子

も結構多くおりました。（盛小） 

   ・朝の元気なあいさつで、今日も健康だと感じます。（赤小） 

   ・あいさつはまたまだできていない。（猪小） 

   ・高学年になるとこちらからあいさつしなければ無視されることもあるので、できる

だけ大きい声であいさつしようと思う。（日小） 

・低学年は、色々な事を話してくれるし、あいさつも良くしてくれる。（日小） 

・あいさつしなかった子が声かけによりあいさつするようになった。（北小） 

・あいさつの出来る子、「明るい」友人思い、素直な子達なので注意しても、ハイと

返事がかえって来ます！（北小） 

・登下校中のあいさつが良くなった。（綾小） 

・あいさつをしっかり出来るようになってきた。（吉小） 

 

  【登下校の様子】 

   ・まだ走ってしまう子どもがいます。先生から注意してもらうとすぐやめます。で

も、2～3日後にはまた走ります。（大小） 

   ・個人個人やんちゃで走るなと言っても走るし、早く歩こうと言っても歩かない。

（大小） 

   ・子どもたちは班長さんを先頭に一列で歩いているが、列が乱れると班長さんに一喝

されることがある。（末小） 

   ・卒業や入学で、メンバーがかわっても上の学年が「危ない」と注意したり、目を配

ってくれています。とても頼もしいです。（吉小） 

 

  【良かったこと】 

   ・スクールガードの「おじいさん」なのに、子どもたちはスクールガードの「おじさ

ん」と言ってくれる。頑張ろうと思う。（大小） 

   ・私たち長年スクールガードを行い生徒たち下校時の見守り活動で巡回し気づいたこ

と、生徒たちが私たちの車をおぼえて手を振ってくれることです。（立小） 

   ・学校以外であってもスクールガードさんだといって話しかけてくれる。（日小） 

   ・子供たちからは毎日元気をもらっています。五年生の生徒たちから感謝のメッセー

ジを頂き、とても嬉しく感動しました。（北小） 

   ・子ども達の様子や変化などは伝わる。（吉小） 

   ・引率時学校の様子などを教えてくれます。（吉小） 
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知っている

95.3 %

知らない

4.1 %

無回答

0.6 %

知っている

知らない

無回答

２ アンケート結果（スクールガード配置校の児童・生徒の保護者） 

  調査対象者：スクールガード配置校の児童・生徒の保護者（1,349人） 

  回 収 率：81.3%（1,097人/1,349人） 

        ※ 1,097人は延べ人数のため、実質 855家族からの回答 

 

  

Ｑ１ お子さんが通う学校にＳＧが配置されていることを知っているか 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２ ＳＧの配置により、登下校時の安全が保たれていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校名 
知っている 知らない 無回答 計 

人 % 人 % 人 % 人 

盛小 71 100.0  0 0.0  0 0.0  71 

大小 86 98.9  0 0.0  1 1.1  87 

末小 91 95.8  4 4.2  0 0.0  95 

赤小 48 84.2  9 15.8  0 0.0  57 

猪小 161 97.0  3 1.8  2 1.2  166 

立小 108 93.1  7 6.0  1 0.9  116 

日小 33 100.0  0 0.0  0 0.0  33 

北小 70 100.0  0 0.0  0 0.0  70 

綾小 44 100.0  0 0.0  0 0.0  44 

吉小 14 100.0  0 0.0  0 0.0  14 

大中 89 87.3  12 11.8  1 1.0  102 

計 815 95.3  35 4.1  5 0.6  855 

 

「知らない」と答えた保護者は、主に赤崎小学校と大船渡中学校である。赤崎小学校について

は、２人のスクールガードのうち１人がスクールバス添乗型であることから、保護者の目に触れ

にくいことが考えられる。大船渡中学校については、10月開始であることと、活動時間が部活動

終了後の夜間であることで、目立ちにくいということが考えられる。 

回答 人 % 

そう思う 580 68.6  

どちらかといえばそう思う 201 23.8  

どちらかといえば思わない 22 2.6  

思わない 9 1.1  

わからない 29 3.4  

無回答 4 0.5  

計 845 100.0 

 

そう思う

68.6 %

どちらかとい

えば

思う

23.8 %

どちらかといえば

思わない 2.6 %

思わない

1.1 %

わからない

3.4 %

無回答

0.5 %
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そう思う

71.3 %

どちらかといえば

思う

22.7 %

どちらかといえば

思わない 0.9 %

思わない

1.2 %

わから

ない

3.3 %

無回答 0.6 %

74.4 

81.6 

75.6 

7.5 

28.7 

2.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

交差点での安全監視

交通量の多い道での安全監視

不審者の見回り

スクールバス乗降時の見守り

通学路の点検

その他

Ｑ３ ＳＧ活動の継続を希望するか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ お子さんが通う学校で必要だと思うＳＧ活動は何か（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答 人 % 

そう思う 610 71.3  

どちらかといえばそう思う 194 22.7  

どちらかといえば思わない 8 0.9  

思わない 10 1.2  

わからない 28 3.3  

無回答 5 0.6  

計 855 100.0 

 

回答者の 94%（昨年度 95%）が今後も事業継続を求めているが、地域ごとの児童・生徒の多

寡により、ＳＧの負担を心配する声や、緊急時に対応できる、若く体力のあるＳＧの増員を求

める声が多かった。 

「わからない」と回答した方は、Ｑ１でＳＧの配置について認知しておらず、Ｑ２で登下校

の安全が確保できているか「わからない」と答えた方が多かった。 

（%） 

「交通量の多い道での安全監視」

が多く、どの学校でも、朝、通勤によ

り交通量が多くなることや、通学路

でスピードを出す車が気になるとい

う声が多かった。 

その他、「熊」、「登校班への付き添

い」、「人目が少ない道の見守り」、「あ

いさつ習慣」、「地域交流」等を望む

声があった。 

回答 回答数 % 順位 

交差点での安全監視 636 74.4  ３ 

交通量の多い道での安全監視 698 81.6  １ 

不審者の見回り 646 75.6  ２ 

通学路の点検 64 7.5  ５ 

スクールバス乗降時の見守り 245 28.7  ４ 

その他 22 2.6  ６ 

回答総数 2,311 － － 

※ （回答数）/（回答人数 855人）の割合 
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Ｑ５ 自由記載 抜粋 

  【良かったこと】 

   ・天気が悪い日も、暑い日も寒い日も、毎日子どもたちのためにありがとうござい

ます。子どもたちが安心して登下校できるのはスクールガードの方たちのおかげ

です。（盛小） 

   ・家庭でもスクールガードの皆様の活動をきちんと子供達に伝え、この子供達が大

きくなった時に自然と通学する子供達を見守れるよう、この文化が引き継がれて

いくよう指導していきたいと思います。（盛小） 

   ・仕事などで毎日の登下校を親が見守れない場合もあるので、スクールガードさん

の存在はとても有難いです。子供たちに優しく笑顔で接してくださっており、子

どもたちとの関係も良好に思います。（大小） 

   ・国道沿いを歩いている子にスクールガードの方が付き添っているのを見ると安心

感があります。（大小） 

   ・スクールガードの方が見守ってくださっている安心感、いつも感謝の気持ちでい

っぱいです。ありがとうございます。（末小） 

   ・家族以外の大人と話すことも大切ですし、知っている方がついてくれるというの

は大変助かります。（赤小） 

   ・信号機のない横断歩道を渡るときに、子どもたちだけで渡るのは危ないので、そ

こに立って誘導してもらって大変助かっています。（赤小） 

   ・私達が住んでいる地域では、害獣の目撃があるたび登校班が中止になって各家庭

で送りますが、下校時は校庭を開放して下さるもののお迎えに行けないお家も有

り、スクールガードさんがパトロールしていただいたので安心でした。また、保

護者とも情報を共有出来て大変助かりました。（猪小） 

   ・スクールガードさんがいてくれるおかげで安心して安全に通学する事ができてい

ると思います。親にとっても、子どもにとってもスクールガードさんはヒーロー

のような存在です。（猪小） 

   ・下校時のスクールガードの車をよく見かけ、その度安心しています。大人の目は

たくさんある方が安心できるので。いつもありがとうございます。（立小） 

   ・スクールガードさん毎日大変だと思います。本当に感謝の気持ちでいっぱいで

す。子どもが 1人でもいる限り、なくしてはいけません。町の見守り隊として子

どもだけでなく、お年寄りの多い町のために、これからもよろしくお願いしま

す。（日小） 

   ・スクールガードの大切さや大変さを子供達に知ってもらうため、スクールガード

体験など実施すると面白いのかなと思います。いつも子供達の安全のため活動し

てくださり、ありがとうございます。（北小） 

   ・スクールガードの方の見守りはとても有難いです。ぜひ継続してお願いしたいで

す。スクールガードさんが通学路にいらっしゃるおかげで、不審者への抑止効果

があると思います。（北小） 

   ・横断歩道など子供達だけだと不安な場所も安心して歩かせる事が出来るので、こ

れからもスクールガードの方がいてくれると心強いです。（綾小） 
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   ・スクールガードのみなさんがいることで、運転中の大人だけでなく、登下校中の

子供たちも交通安全への意識が高まると思います。また、通学路に人が存在する

ことで不審者への抑止力につながると思います。とても大変な活動だと思います

が、継続していただきたいです。（大中） 

   ・冬場は暗くなるのも早く、学校の周りは特に暗いので、校門のところで子供達の

下校を見守って下さり、感謝しています。（大中） 

 

  【要望】 

  ・スクールガードの方がいるところまでの間が空き過ぎる時があるようなのでそこは

気掛かりな部分ではあります。（盛小） 

  ・春になるとまた不審情報も出てくるので、人通りの少ない道は特に子供たちの安全

を見守って頂けると助かると思います。（盛小） 

  ・スクールガードは下校時だけですが、登校時はやらないのですか？朝は交通量が多

いのでやった方が助かりますが．．．。（大小） 

   ・一部の子どものそばしか歩いていないので、全体的に見守りできているのか疑問で

す。（末小） 

   ・朝、交通量が多い県道３８号について、場所によっては歩道もなく危険なので、毎

日ついていくか安全な場所まで送っています。ロータリーだけに集中させず、各登

校経路の危険カ所を学校側でも把握していただけると助かります。（末小） 

   ・スクールガードの大半がお年よりで、万一何かあった時(熊との遭遇＋災害など)に

対応しきれるか不安です。（赤小） 

   ・もちろん毎日が無理なのは分かりますが、もう少し活動していただける日が増えて

もらえたら、子どもたちの安心できる日が増えるかなと思います。（猪小） 

   ・もう少し若い方がやってもよさそう。（猪小） 

   ・車に乗って安全確認ではなく、交差点・危ない箇所等で安全も確認をしてほしいで

す。（立小） 

   ・スクールガードさんのおかげで、安全に学校に行けているとは思いますが、年齢を

考えると少し不安があるかなと思います。（日小） 

   ・信号待ちの場所より信号がない車から死角になる交差点にスクールガイドさんが欲

しいと思いました。（北小） 

   ・スクールガードの方がこちらの地区は 1人しかおらす、すごく負担をかけていると

思います。（吉小） 

   ・小学生にはスクールガードさんが居てくれると安心だと思いますが、中学生になる

とあまり必要ないかと思います。スクールガードさんに手間をとらせているので

は？と、申し訳なく思います。（大中） 
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令和６年度学校支援事業実施結果 

 

地域コーディネーター配置状況一覧表（令和６年１月 31日現在） 

学校名 

人数（人） 
Ｒ６合計活動時間 

（４～１月分） 

Ｒ５合計活動時間 

（４～１月分） 

備考 

Ｒ６ 
前年 

度比 
 

盛小学校 １ － ０時間 00分 18時間 00分  

大船渡小学校 １ － ２時間 00分 18時間 00分  

末崎小学校 １ － ２時間 00分 ３時間 30分  

赤崎小学校 １ － 41時間 15分 10時間 00分  

猪川小学校 １ １ ４時間 00分 －  

立根小学校 １ － ５時間 00分 ５時間 45分  

日頃市小学校 １ － 12時間 15分 25時間 15分  

大船渡北小学校 １ － 28時間 15分 ６時間 00分  

綾里小学校 １ － ３時間 00分 ２時間 00分  

越喜来小学校 １ － 18時間 30分 19時間 45分  

吉浜小学校 １ － ０時間 00分 １時間 00分  

第一中学校 ０ － － －  

大船渡中学校 １ １ ０時間 00分 － ７月から新たに配置 

末崎中学校 ０ － － －  

東朋中学校 １ － ０時間 00分 ４時間 00分  

生涯学習課 １ － 11時間 15分 13時間 00分  

合   計 １４ ２ 127時間 30分 126時間 15分  

※ 複数校を兼務する地域コーディネーターがいるため、総数と異なる。 

 ※ 地域コーディネーター登録者数：11人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和６年度学校支援事業実施結果 
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地域ボランティア配置状況一覧表【令和６年１月 31日現在】 

学校名 

図書支援 

人数（人） 

金管支援 

人数（人） Ｒ６合計活動時間 

（４～１月分） 

Ｒ５合計活動時間 

（４～１月分） 
備考 

Ｒ６ 
前年 

度比 
Ｒ６ 

前年

度比 

盛小学校 ２ １ ２ － 267時間 30分 87時間 00分 ２人謝金辞退 

大船渡小学校 ２ － ０ － 33時間 30分 23時間 30分  

末崎小学校 ０ － ０ － － －  

赤崎小学校 ２ － ０ － 168時間 30分 97時間 45分  

猪川小学校 ４ － ０ － 300時間 15分 269時間 00分  

立根小学校 ２ － ０ － 204時間 30分 192時間 30分  

日頃市小学校 ２ － ０ － 33時間 30分 14時間 00分 ９月から活動開始 

大船渡北小学校 ４ － ０ － 714時間 45分 520時間 15分  

綾里小学校 ３ － ０ － 514時間 15分 446時間 00分  

越喜来小学校 ２ － ０ － 166時間 00分 134時間 45分  

吉浜小学校 １ － ０ － 99時間 00分 91時間 15分  

第一中学校 ３ ▲１ ０ － 70時間 00分 240時間 45分  

大船渡中学校 ４ － ０ － 219時間 00分 301時間 00分  

末崎中学校 ３ － ０ － 142時間 15分 251時間 30分  

東朋中学校 ２ － ０ － 68時間 00分 42時間 30分  

合   計 ３６ － ２ － 3,001 時間 00分 2,711時間 45分  

※ 複数校を兼務するボランティアがいるため、総数と異なる。 

※ 地域ボランティア登録者数：18人 
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令和６年度大船渡市学校支援事業 

「図書支援活動地域ボランティア研修会」実施結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨   

大船渡市の地域学校協働本部事業実施にあたり、図書支援活動地域ボランティアが専門

知識を学ぶことにより、学校支援活動の充実を図る。 

 

２ 内  容   

⑴ 講演及び実演（演題：「学校図書館の役割とは？」） 

・研修に当たり、講習を希望する内容を確認する事前アンケートで、希望が最も多かったも

のを演題に設定 

・学校図書館法について、簡単な座学 

・図書室の規模、設備、児童・生徒数はどの学校も違う。あり方の正解は１つではない 

・チェックシートで、各配置校の現状の把握  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 情報交流 

   日頃の「業務内容」、「業務の課題」、「解決策」について、ボランティア同士で話した。 

ベテランのボランティアが、自分の持つ知見を発信することで、他のボランティアが自分

の配置校で実践できるという前向きな声が多かった。 

実際に配架を体感するために、実践として、古典・漢詩、ミステリーに関連した本を 10分

程で探した。 

日 時  令和６年 11月 27日（水） 午前９時～11時 

場 所  大船渡市立日頃市小学校 図書室 

テーマ  図書館は楽しい場所～地域ボランティアができること～ 

講 師  大船渡市立図書館 司書 中井 佳織 氏 

参加者  図書支援活動地域ボランティア：10人 

図書担当教諭：１人 

 

講師 中井 氏 

皆さんが活動している図書室は

どんな現状でしょうか？ 

５ 令和６年度「図書支援活動地域ボランティア研修会」実施結果 
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３ アンケート結果 

   調査対象者：研修会参加者（11人） 

   回 収 率：100.0％（11人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①大変有意

義だった

（９人）82%

②有意義だった

（２人）18%

Ｑ1 研修会の評価

①大変有意義だった

②有意義だった

③あまり有意義でな

かった

④有意義でなかった

①活用できる

（10人）91%

②一部活用できる

（１人）9%

Ｑ２ 研修会の内容は、活用できるか

①活用できる

②一部活用できる

③どちらかといえば

活用できない

④活用できない

  昨年の研修会に引き続き、情報交流の時間を多めに割いたことで、より参加者同士での各

学校の状況等の情報共有が図られた。 

  研修会に参加した全員が、「大変有意義であった」、「有意義であった」、「今後の活動に

活用できる」、「一部活用できる」と回答した。 

  会場を、実際に各ボランティアが活動している学校図書館としているが、「お互いの

活動場所を見学できる良い機会」と、非常に好評である。 

「きれいに配架されている！」 

「この本の分類は別の場所でいい

かも？」 

「子どもが読みたい本と先生が読

ませたい本は違う…」 etc. 

図書システムの活用方法について

研修中・・・                  
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Ｑ３ 研修会への意見や感想（自由記載）※一部抜粋 

  ・実際に本を探してみて、本の整理、分類が大切なことを再確認できた。 

  ・分類、配置、システムの活用などによって利用者への提供がいかに便利にできるか実

感した。 

  ・図書担当教諭との交流が大切であると感じる。 

  ・学校の図書館指導年間計画や、行事を見据えた活動の大切さを感じた。 

  ・（特設）コーナーの設置などのアドバイスもいただきたい。 

  ・各校の実態を聞きながら意見交換ができ、大変有意義だった。研修時間をもっと多め

にしてほしい。 

 

Ｑ４ 研修会の内容に限らず、意見等（自由記載）※一部抜粋 

  ・日頃市小図書館の雰囲気（配架、机の配置等）がとても良いと思った。 

  ・子どもたちが楽しく、より多く利用できるようこれからも頑張りたい。 

  ・今後もボランティア同士の意見、実践、悩みなど交流ができるとうれしい。 

  ・次回は違う学校の図書室を見せていただけるとうれしい。 

  ・作者の名前順に並べると探しやすく、改めてその重要性を感じた。 
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令和６年度学校運営協議会と地域学校協働活動の推進状況 

１ 学校運営協議会の設置・運営 

  【実績】今年度開催した学校運営協議会の回数（３月５日現在） 

No. 学校名 開催回数 No. 学校名 開催回数 

１ 盛小学校 ３ ９ 綾里小学校 ３ 

２ 大船渡小学校 ４ 10 越喜来小学校 ３ 

３ 末崎小学校 ２ 11 吉浜小学校 ２ 

４ 赤崎小学校 ３ 12 第一中学校 ２ 

５ 猪川小学校 ２ 13 大船渡中学校 ３ 

６ 立根小学校 ３ 14 末崎中学校 ２ 

７ 日頃市小学校 ３ 15 東朋中学校 ２ 

８ 大船渡北小学校 ４  市内 15校 41 

 

２ 学校運営協議会において熟議の開催 

  【実績】今年度開催した熟議の回数（３月５日現在） 

学校名 
熟議 

回数 
熟議テーマ 

盛小学校 １ 地区・地域と連携した教育活動について 

大船渡小学校 ３ 

子どもたちに伝えたい地域の宝 

今年度の実践と今後の見通しについて 

地域の方々との連携による教育活動の支援について 

末崎小学校 ２ 
末崎の子どもたちに育てたい力、教育振興運動の取組について 

地域との連携について 

赤崎小学校 １ 
まなびフェストから見える学校課題とその改善に向けた取組に

ついて 

猪川小学校 ２ 
学校経営方針と今年度の教育活動について 

本校児童のよさと今後の課題について 

立根小学校 ２ 
立根町の子どもたちの自己肯定感を高めるために、私たちにでき

ることは 

日頃市小学校 ２ 
家庭・地域での挨拶や会話について 

来年度の学校づくりについて 

大船渡北小学校 ２ 
学校教育活動における地域人材の活用について 

学校と地域が連携したまちづくりについて 

綾里小学校 １ 防災教育を推進するために必要なことは 

吉浜小学校 １ 次年度に向けて【地域との協働】 

第一中学校 １ 地域と中学校の関わり 実施可能な協働の機会確認 

大船渡中学校 １ 郷土を愛し支える人材育成に向けて 
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３ 熟議の事例 

(1) 綾里小学校第２回学校運営協議会の熟議について 

   テーマ「防災教育を推進するために必要なことは」 

 ○１学期末アンケートの結果から、「防災教育をもっと推進した方がよい。」という意

見を受けて、このテーマを設定。 

主な感想・意見は下記のとおり。 

   ・現在、登下校中に地震や津波が来たときにどのようにするか、学校として決めてい

るか、それを保護者は知っているか、子ども達は知っているか、それらを消防団が

共有できれば、子ども達の安全確保ができたり、保護者が迎えに行ったりできるの

ではないか。 

・避難訓練、引き渡し訓練も地域と協働で行うことが必要。 

 

(2) 大船渡中学校第２回学校運営協議会の熟議について 

   テーマ「郷土を愛し支える人材育成に向けて 

～生徒に学んでほしい、大船渡の人、もの、こと～」 

   ○協議会委員以外の教職員も参加しての熟議を実施。主な感想・意見は下記のとおり。 

   ・大船渡の魅力を再認識できた。 

・来年度より新設統合する末崎中地区の特色やよさにも気付くことができた。 

   ・地域のよさを知ることから、郷土への誇りを持ち、郷土を支える生徒の育成に繋げ 

    ていくことが改めて大切である。 

 

４ 令和６年度のまとめ 

【成 果】 

・今年度も全小中学校が２回以上学校運営協議会を開催することができた。 

・２回開催の学校は、年度当初に学校経営方針を確認し、年度末に評価について具体

的に意見交流ができた学校が多くあった。 

・３回開催の学校は、２回目に熟議を取り入れている場合が多く、１回目終了後から

２回目開催までに見てきた学校の課題や、今後に向けて自分たちができることに

ついて熟議している様子が見られた。 

・多くの学校では前年度から継続している地域と連携した活動を行うことができた。

熟議をとおして自分の地域や学校について考え直したり、新しく地域と連携した

活動を考えたりする学校も見られた。 

・地域学校協働活動の協力内容と名簿を資料に位置付け、活用につなげやすくして

いる学校も見られるようになってきている。 

【課 題】 

・学校運営協議会委員の委嘱、協議会への参加など、持続可能な協議会、地域と連携

した活動の在り方に課題がある。 
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が
剣
舞
に
つ
い
て
の
授
業
を
受

け
、
身
近
な
郷
土
芸
能
に
対
す

る
知
識

と
理
解

を
深
め

て
い

る
。
　

　

　

．

同
日
は
、
赤
澤
鎧
剣
舞
と
曲

禄
の
保
存
、
継
承
に
取
り
組
む

赤
澤
芸
能
保
存
会
の
平
山
徹
会

長

（
８０
）
と
富
澤
慎

一
指
導
部

長

（
８０
）
が
同
校
を
訪
れ
、
剣

舞
の
起
源
や
同
校
の
先
輩
た
ち

が
踊
り
継
い
で
き
た
歴
史
な
ど

を
紹
介
。
源
平
合
戦
で
敗
れ
た

平
家
の
霊
を
高
僧
が
鎮
め
た
故

事
に
由
来
し
、
江
戸
時
代
末
期

頃
か
ら
始
ま

っ
た
と
さ
れ
、　
一

と
し
て
継
承
し
て
き
た
経
緯
を

伝
え
だ
。　
　
　
　
一
■
●

演
舞
の
際
に
踊
り
手
た
ち
が

身
に
つ
け
る
鎧
や
面
↓
腰
に
着

け
る

「
尻
伽
」
、
太
刀
、
扇
子

な
ど
の
装
東
に
込
め
ら
れ
た
意

味
も
説
明
し
た
ほ
か
、
同
校
の

運
動
会
で
昭
和
６０
年
か
ら
赤
澤

鎧
剣
舞
が
披
露
さ
れ
て
き
た
こ

と
や
、
平
成
２５
年
に
創
設
さ
れ

た
同
校
郷
土
芸
能
部
、
同
保
存

会
の
小
中
高
生
ら
で
構
成
す
る

「唐
獅
子
会
」
の
活
動
も
紹
介
。

稽
古
を
記
録
し
た
写
真
を
見
た

児
童
ら
は
、
先
輩
た
ち
が
踊
る

姿
に
、
来
年
度
か
ら
演
舞
に
加

わ
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
た

様
子
だ

っ
た
。

こ
の
あ
と
、
装
東
や
面
の
着

用
体
験
も
行
わ
れ
、
児
童
ら
が

由
来
と
継
承
の
歴
史
知
る

ノ‐、大釧
雛
針
赤
澤
鎧
剣
舞
の
学
習
会

大船渡北小 の 3年生 Iこ赤澤鎧剣舞 の歴史な どを伝える

平 山会長〇 と富澤指導部長 (電子新 聞に別写真 あ り)

着
心
地
な
ど
を
確
か
め
た
。
面

を
着
け
る
と

「視
界
が
見
え
づ

ら
い
」
、
鎧
を
着

て
も

「
意
外

と
動
け
る
」
と
い

っ
た
感
想
を

述
べ
、
こ
う
し
た
装
東
で
ス
テ

ー
ジ
を
こ
な
す
踊
り
手
た
ち
の

苦
労
も
感
じ
取

っ
た
。

平
山
会
長
は

「
こ
こ
で
は
、

先
輩
が
後
輩
に
踊
り
を
教
え
る

伝
統
も
あ
り
、
装
東
な
ど
に
触

れ
て
少
し
興
味
が
わ
い
た
の
で

は
な
い
か
。
や
り
た
い
人
は
ぜ

ひ
稽
古
に
加
わ

っ
て

一
緒
に
活

動
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

た
。３

年
生
は
今
年
の
冬
休
み
の

課
題
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

尻
伽
を
製
作
し
、
来
年
度
の
活

動
に
備
え
る
。
村
上
昴
汰
さ
ん

は

「
鎧
が
重
い
こ
と
を
知
り
、

尻
伽
が
か

っ
こ
い
い
と
思

っ

た
。
剣
舞
を
早
く
や

っ
て
み
た

い
し
、
稽
古
を
し
て
家
族
に
見

せ
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

よく'｀

//｀く′キ )12夕と
';ギ
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正
し
い
食
事
に
つ
い
て
学
ぶ

ニ
ュ
ー
に
つ

録襲
紳
残
食
ゼ
ロに
向
け
た
意
識
も
新
た

で
も
共
有
。
同
委
員
会
が
主

な

っ
て
取
り
組
ん

で
い
る

大
船
渡
市
立
根
町
の
市
立
第

一
中
学
校

（
村
上
貴
彦
校
長
、

生
徒
４
０
３
人
）
で
４
日
、
食

育
講
話
が
開
か
れ
た
。
生
徒
ら

が
い
正
し
い
食
生
活
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
を

深
め
、
学
校
全
体
で
残
食
を
減

ら
し
て
い
く
意
識
も
新
た
に
し

コ
ツ
▽
コ
ン
ビ
ニ

と
き
は
？
―
―
の
３
項
目
に

い
て
講
話
し
た
。

、
同
校
の
人
気

ロ
ウ

ィ
ー
ク

」

へ
の

一
つ
に
し
た
。

菅
原
さ
ん
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
食

事
に
つ
い
て

「勉
強
や
運
動
で

る
た
め
に
は
、『何

、
ど
れ
く
ら
い
』
食
べ
る
の

を
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ

」
と
し
、
炭
水
化
物
、
脂
質
、

タ
ン
パ
ク
質
ヽ
無
機
質
、
ビ
タ

ミ
ン
で
構
成
す
る
五
大
栄
養
素

の
ほ
か
、
各
栄
養
素
の
適
切
な

摂
取
量
を
説
明
し
た
。

「
お
弁
当

づ
く
り

の

コ
ツ
」

で
は
、
３
対
２
対
１
の
割
合
で

主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
詰
め
る

よ
う
に
指
導
し
た
ほ
か
、
中
身

が
崩

れ
に
く
い
詰

め
方

を
説

明
。
「
ご
飯
を
傾
斜
が

で
き
る

よ
う
に
詰
め
た
ら
、
主
菜
と
副

菜
を
ご
飯
に
立
て
掛
け
る
よ
う

に
し
て
置
い
て
い
き
、
カ
ッ
プ

な
ど
も
活
用
し

て
み
る
と
良

い
」
な
ど
と
助
言
し
た
。

コ
ン
ビ

ニ
の
商
品
に
よ
る
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
メ

ニ
ュ
ー
例
な

菅原 さんがパ フ ォーマ ンス向上 の

ための食事 について講話

勉
強
を
頑
張

′く
`・

イくヽア  1未りち菜fTギ
1勲:

家
庭
教
育
学
級
の

催
。
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